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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)

所管
室課

事業名

※課題があるものは■

一般財源の比率（％） □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

決算額　(千円)

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

①指定管理者とともに、利用者ニーズの把握や分析
等について十分な意見交換を行い、市民が安心安全
に宿泊体験できる施設を目指す。
②施設がオープンして42年が経過しており、老朽化
の状況を踏まえて、本市公共施設の最適化計画に基
づき、年次計画的な修繕を実施しながら、令和７年
度の大規模修繕工事へと進めていく。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

所管
室課

事業名

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

一般財源の比率（％） 99.4 96.9 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業概要

自然の家管理(指定管理者施設管理）

活動実績 年度 R2 R3
評価の視点

　令和３年度も新型コロナウイルス感染症拡大に伴い８月27日から９月30日の間の臨時休館や
それ以外の期間においても利用場所及び人数等の制限による受け入れとなったが、令和２年度
と比較し、利用者数は約2.3倍、利用団体数は約2.26倍となった。また、新型コロナウイルス感
染症対策の一環として洗面所等の自動水栓改修の業務、環境対策として食堂等照明器具のLED化
改修の業務等も実施した。

（１）延べ利用者数
　令和３年度　10,394人　　令和２年度　4,510人　　令和元年度　16,290人

（２）利用団体数
　令和３年度　　504団体　 令和２年度　223団体　　令和元年度　299団体

（３）令和３年度修繕実績
　洗面所等自動水栓改修業務              　　　　　   1,980,000円
　食堂等照明器具(LED)取換修繕業務  　　　　　　　　　1,026,300円
　機械室等電気器具(LED及び防湿)取換修繕業務　 　 　    726,000円

決算額　(千円) 189,595

事業概要

管理事業 自然の家事業 所管部局 地域教育部

1
所管
室課

青少年室 事業名 自然の家管理事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和３年度

施策コード 431 施策 青少年の健全育成

74,002
※課題があるものは■
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